指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・子どもの方が大人よりも言語の学習能力に優れていると言われているが，本当にそうなのか検証する。
・子どもと大人の言語学習方法の違いを理解する。
・子どもと同様の方法で大人が学習した場合の結果を知る。
・大人の言語学習能力が決して子どもに引けを取らないことを知る。
	1時間目
	パラグラフ１～３（p.72）

	指導のポイント
	・一般的に子どもの方が大人よりも言語の学習能力に優れていると言われていることを知る。
・子どもと大人では学習の方法が異なることを知る。
・大人が子どもと同様な方法で学習したらどうなるかを２人の研究者が調べたことを知る。
・It is ～ that … の構文を理解させる。
・seem to doの構文を理解させる。

	主な言語材料
	・it is ～ that …
・that is

・seem to
・tend to do

	2時間目
	Comprehension, True or False? （p.73）

	指導のポイント
	・本文を確実に理解させた上で，主題および内容に関する問題への対処法を指導する。

・英問英答への対応を，本文の意味から解説する。

・子どもと大人の言語学習能力において，一般的に子どもの方が優れているという既成概念を覆す実験結果を示した文章の空所を選択する方法を指導する。

	主な言語材料
	・in the same way

	3時間目
	パラグラフ４～７（p.74）

	指導のポイント
	・８歳児から大人（大学生）までの年齢別グループに習ったことのないロシア語を学習させたことを理解させる。　
・参加者たちはロシア語を体の動きと共に学習したことを理解させる。
・参加者たちは習った後，何回かに分けてテストを受け，理解度を調べられたことを理解させる。
・テストの結果，大人が最高点に近い点数を取ったことから，大人が子どもと同様の方法で学んだ場合の学習能力の高さがうかがえることを理解させる。
・the same ～ as … の構文を理解させる。

	主な言語材料
	・act out

・the same ～ as … 
・at least

	4時間目
	Comprehension, True or False? （p.75）

	指導のポイント
	・本文の主題として「実験とその結果」がふさわしいことを理解させる。
・英問英答の問題への対処法を指導する。

・グラフを用いた問題への対処法を指導する。

・ 実験結果から示唆される大人の学習能力の高さを表す短い文章の空所埋め問題への対処法を指導する。

	主な言語材料
	・on one’s own

	5時間目
	Review （p.76）

	指導のポイント
	・本文の主題として「大人は子どもよりも言語を上手に学習できる可能性がある」がふさわしいことを理解させる。
・各パラグラフの内容から正しいContentを選択肢から選ぶ方法を理解させる。
・本文を要約した文章の空所に，示されたアルファベットで始まる語を補う問題の解き方を理解させる。

	主な言語材料
	・act out

	6時間目
	Grammar and Exercises （p.77）

	指導のポイント
	・本課で扱う文法項目に再度注意を向けさせ，和訳，英作文ができるようにする。

・空所補充および整序英作文では，文法事項のまとめを見ながらではなく，自分の力で解けるようにする。
・Wordsに関しては，それぞれの単語の意味や用法，類義語などを様々な例を通して詳しく学習する。

	主な言語材料
	・It is ～ that ….
・seem to do
・the same ～ as …
・Wordsの単語

	7時間目
	Activity （p.124）

	指導のポイント
	・リスニングの問題文を読み，あらかじめ問われている内容を理解した上で対話を聞き，メモを取るなどしながら正しい解答を選ぶよう指導する。
・残りの対話を聞きながら，マークが描いている絵の特徴をメモし，それを元に同じ絵を作るよう指導する。

	主な言語材料
	・in other words

・one  ～, the other …
・not ～, but …


